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1.学校の沿革 

（１）学校名および設置者 

   学校名      日本ウェルネス歯科衛生専門学校 

   法人名・理事長名 学校法人タイケン学園・柴岡三千夫 

 

（２）設立年月日 

2005 年 4 月 1 日 

 

（３）所在地 

   〒175-0094 東京都板橋区成増 1-2-5 

 

（４）設置学科 

課程 学科名 定員 実員 
実員のうち
留学生数 

歯科衛生専門課程 歯科衛生士科Ⅰ部 120 名 111 名 5 名 

歯科衛生専門課程 歯科衛生士科Ⅱ部 90 名 60 名 0 名 

 

 

（５）教員数 

   〔基幹教員〕 7 名   〔基幹教員以外〕 43 名 

 

（６）沿革と特色 

1997 年 学校法人タイケン学園認可 

2005 年 日本医学院歯科衛生士専門学校 

医療法人明浩堂から学校法人タイケン学園に設置者変更 

2006 年 学校法人タイケン学園 日本ウェルネス歯科衛生専門学校に名称変更 

 ２年制から３年制へ変更 

2012 年 日本ウェルネス歯科衛生専門学校夜間部（歯科衛生士科Ⅱ部）開講 

2016 年 職業実践専門課程に認定（歯科衛生士科Ⅰ部・Ⅱ部） 

2019 年 大学等における修学の支援に関する法律による修学支援の対象機関となる 

 

（７）教育目標 

心から患者の“care”ができ、いつの時も「思いやりの心」を忘れない「歯科衛生士」の育

成を目指す。 

歯科診療・治療をサポートするしっかりとした専門的知識・技術はもちろん、Smile＆

kindness、患者さんの立場で接することができる思いやり、そして何よりも診療の場を明

るくできる笑顔で接することができるようにする。 

 



 

 

2.自己点検評価総括表 

（１）実施期間 令和７年４月１日 ～ 令和８年３月３１日 

（２）実施体制 教育活動・学校運営を評価するにあたり、昨年までは５名の委員で行っ

てきたが、今年度から教職員全員参加で行い各人が感じたこと等も取り

上げていくようにする。また、この結果を基に学校関係者評価委員会で

意見、評価をいただくようにする。 

（３）重点目標 

１．学生にきめ細やかで満足度の高いサービスを提供し、全員卒業・全員合格を目指す。 

２．入学定員の充足を目指す。 

（４）自己点検結果 

２ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

（５）本年度の課題 

高校生数の減少により受験者数が減少する可能性があり、学生も多様化してきている。その

中で、学生が満足する教育を提供するようにしていく。 

 

（６）改善に向けた取組 

１．学生および来校者などきめ細やかなサービスを提供することは欠かせない。しかし、そ

れに伴い教職員の業務量が増加している。スリム化しつつ双方に満足度の高いサービスを提

供できるようにしていく。 

2．近年、夜間部の定員充足は苦戦する。夜間部希望する方が仕事と両立するためにどのよう

な体制を希望しているのか、情報収集と分析を行っていく。 
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3.項目毎の自己点検評価 

1-1 

項目 1 教育理念・目的・目標 

小項目 1 教育理念、目的及び目標の設定等 
  
 評価の基準 

 教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目標を明確に設定し、養成す

る人材像を明確にしていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.学則 2.細則 3.内規 4.学生便覧 5.卒業方針等が学科等ごとに記載されている

資料 6.その他（                            ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

学校法人タイケン学園グループでは、３つの建学の精神（１．物事を科学する人材の養成、

２．グローバルな人材の養成、３．質実剛健な人材の養成）を掲げ、グローバルな感性、現代

社会で勝ち抜くバランス力、政策力を持つ人材の育成を目指している。このミッションのも

と、日本ウェルネス歯科衛生専門学校では、歯科衛生士に関する知識並びに技術を修得する

ための専門教育を行い、歯科医療施設及び関連業界で即戦力として活躍できる人材の育成を

目指し、教育目標である心から患者の“care”ができ、いつの時も「思いやりの心」を忘れない

「歯科衛生士」の育成を目指している。 

また、留年、中退の原因は把握している。国試合格に至るまでは厳しい部分もあるが、学校

生活が楽しいと思える環境を提供しているかを学校として考える必要がある。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕 入学案内、学園グループ案内、学則、細則 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

毎週、学園グループ校全体の Web 会議を行

っているので、各学校の良いところを取り

入れ、本校に合わせて落とし込み、改善す

ることができる。 

医療関係は本校だけであるので、業界の状

況をしっかり把握する為、外部との連携は

必須である。 

臨床実習指導者会を実施しているので、業界の

現状、要望などを掴むようにしている。 
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2-1 

項目 2 教育課程、教育の実施、学修成果 

小項目 1 教育課程の編成と授業科目 
  
 評価の基準 

 ①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な教育課程編成・実施方針を

作成した上で、教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮した授業科目を配置して

いること。 

②外国人留学生に対して、日本国内に就職する際に必要となる日本社会の理解の促進に資す

る授業科目を 10 単位以上開設していること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.学則 2.学生便覧 3.シラバス 4.履修ガイド 5.履修案内 6.カリキュラムマップ 

7.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①最終目標である歯科衛生士国家試験合格に向けて、１・２年次には各科目を確実に理解で

きるようにじっくりと取り組む体制にして、３年次には総括を行い、目標達成を目指して段階

的に教育を行っている。また、思いやりの心の育成については３年間の学校生活で育んでい

くもので、しっかりとフォローできる体制をとっている。 

②留学生は現在５名いる。入学の条件にコミュニケーションがしかりと取れること、教科書

を読んで自分で理解できることを基準としているので授業で困ることはない。 

しかし、社会生活において国により考え方などが違う為、コミュニケーション（マナー含

む）、日本語表現、倫理などの授業はしっかりと学習するように伝えていると共に指導してい

る。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕 学則、学生便覧、シラバス、カリキュラム 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

目標達成に向けて到達度を適時見直し、カ

リキュラムの変更を行い、更に変更後の学

生の変化を確認し、更に改善するようにし

ている。 

留学生の学力は問題ないが、個性が強すぎ

る学生もいる。 

留学生に対しては日本の常識を理解できるよう

に指導していく。 
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2-2 

項目 2 教育課程、教育の実施、学修成果 

小項目 2 教育の実施 
  
 評価の基準 

 ①授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技など、適切な授業形態で教育が実

施され、かつ、適切な教材が用いられるとともに、成績評価基準に基づき成績評価を行って

いること。 

②企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下「実習・演習等」という）の授業

を行っていること。教育目標の達成に必要な企業等と連携した実習・演習等の単位時間また

は単位数の総授業時数に占める割合を具体的に設定していること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.シラバス 2.カリキュラムマップ 3.学則 4.成績評価基準  

5.指定養成施設の場合は指定規則・基準 

6.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①授業科目内容に応じた授業形態で教育を実施しており問題はない。 

成績評価の基準は、学生便覧に明記、説明し学生に周知している。教職員、非常勤講師にも

毎年周知徹底している。保護者には各学年の成績通知書を送付する際、成績の基準等の詳細

を記載した文書も送付している。 

②歯科衛生士科Ⅰ部は臨床･臨地実習を大学病院、総合病院、歯科医院、高齢者施設、障がい

者施設、小学校等と連携して授業を行っている。 

総単位数 109 単位中 20 単位、総授業時数 2,625 時間中 900 時間設定し、実施している。 

歯科衛生士科Ⅱ部は歯科医院、総合病院、高齢者施設、障がい者施設、幼稚園、保育園等と

連携して授業を行っている。 

総単位数 107 単位中 20 単位、総授業時数 2,555 時間中 900 時間設定し実施している。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕シラバス、学則、試験規程･成績評価、養成所指導ガイドライン 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

企業連携は充実している。 

超高齢社会に対応するため、訪問診療に特

化した講義、施設見学も取り入れてきた。 

訪問診療は興味がある学生でないと難しいの

で、希望者に変更し、希望者にはもっと深く学

ぶことができるように、訪問診療の現場に同行

させてもらう機会を作っている。 
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2-3 

項目 2 教育課程、教育の実施、学修成果 

小項目 3 単位・卒業認定 
  
 評価の基準 

 学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要な卒業認定方針（資
格・免許等を含む修得させる職業能力を含む）を学科・コースごとに定め、当該方
針に基づき卒業の認定をしていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.シラバス 2.学則 3.卒業認定基準 4.指定養成施設の場合は指定規則・基準 

5.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

進級認定および卒業認定の基準は学生便覧に明記および説明している。 

単位認定・進級認定については進級判定会議において校長以下全員で各学生の進級判定を行

う。卒業認定は卒業判定会議において校長以下全員で各学生の卒業判定を行っている。 

 

〔具体的内容の根拠となる資料〕 シラバス、学則、進級･卒業判定規程 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

少人数の学校であるため、教職員全員が学

生ほぼ全員の把握をしている。 

進級判定会議、卒業判定会議では学生一人

ひとりの頑張りもわかっているので、適格

に判断することができる。 

 

卒業判定会議では個々の学生の頑張り、背景を

わかっているからこそ判断しづらい場合もあ

る。 
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2-4 

項目 2 教育課程、教育の実施、学修成果 

小項目 4 学修成果目標の達成状況 
  
 評価の基準 

 ①卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む資質能力の修得（資

格・免許等の取得や知識・技術・技能の修得含む。）についての目標を定め、その

目標が達成できていること。 
②学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成できていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1. 卒業方針等が学科等ごとに記載されている資料 2.学生のポートフォリオ  

3.指定養成施設の場合は指定規則・基準等 

4.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

２ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①最終目標である歯科衛生士国家試験の合格を目指して、知識・技術を修得して年次ごとに最

終目標に近づきつつあると実感できるように、段階を踏みながら進めている。 

全員卒業・全員合格を目標として対策、指導に力を入れているが、学力不足の学生に対しては

力の入れどころを考え目標達成に向けている。最終目標である国試合格を達成ができなかっ

た学生に対しては、その後のサポートもしっかりと行い、必ず達成できる体制を整えている。 

②全員が歯科衛生士として歯科医院・病院等で勤務することを望んでいる。就職希望者全員

ミスマッチのない就職に向けた支援を行っている。 

就職内定に至る段階も把握している。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕 学生便覧、養成所指導ガイドライン、就職一覧 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

2025 年度の歯科衛生士国家試験合格率は

100％（現役生）であった。これは個々に

対してきめ細やかな指導の結果だと思う。 

しかし、2025 年度は留年した学生もいる。

100％は達成したものの、全員卒業・全員

合格には至らなかった。 

学力が伸びなかった学生が、最終目標にたどり

着くまでの時間的な問題を考え、指導の仕方を

考えていく。 
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3-1 

項目 3 学生の受入れ、学生支援 

小項目 1 学生募集及び入学者の選抜、収容定員の管理 
  
 評価の基準 

 ①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学希望者に明示し、入学

者の選考を公正に行い、合否を決定していること。 
②学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.学則 2.入試規定 3.入試実施要領 4.入学者選考基準 5.募集要項 

6.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①学生募集はホームページ、パンフレット等で行い、来校型オープンキャンパス、個別相談、

オンライン相談等を開催し、来校型では在校生も参加して学校生活を想像できるようにしてい

る。 

募集要項に入学選考基準および方法などを明示しており、ホームページにも掲載している。 

選考については公表したとおりに実施している。 

面接については個人面接とし、校長と他 1 名の 2 名体制で実施している。現在は 5 段階評価

をしているが、今後は点数評価に変更する予定である。 

②入学定員に基づき適正に行うようにしているが、留年生がでた時は少し増える時がある。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕学則、入学試験規程、募集要項 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

募集・入試は東京都専修学校各種学校協会

の定めた募集開始時期、内容等を遵守して

いる。 

募集は入学相談室、事務局、教務課で実施

しており、入学希望者に齟齬なく伝えるよ

うにしている。 

学生と教職員の関係など入学後の雰囲気等が感

じ取れる。 
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3-3 

項目 3 学生の受入れ、学生支援 

小項目 3 多様な学生に対する支援 
  
 評価の基準 

 ②特に海外からの留学生について適正な在籍管理、進路（就職）指導を行うととも
に、日本人学生との交流の機会が確保されていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.多様な学生に対する支援が分かる資料 2.留学生の在籍管理、進路指導等が分か

る資料 3. 東京都の「専門学校・各種学校の留学生受入れ等に係る管理指針」の遵

守状況が分かる資料 4.その他（                      ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

留学生は 2011 年度から受け入れているが、今まで退学にいたったのは、家族のことで帰国せ

ざるを得なくなった学生、病気になった学生の 3 名のみである。 

全員日本で歯科衛生士として勤務している。 

また、本校は昼夜ともに 1 学年１クラスであることから、クラス全員で仲良くしており、留学

生としての特別な扱いはしていない。授業、臨床実習、行事も全員同じでように行っている。 

 

〔具体的内容の根拠となる資料〕 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

留学生の学力などは問題ない。 

個人差もあるが、授業、臨床実習など非常

に意欲的であるがゆえに、自分の意見を言

い過ぎるところも見受けられる。 

留学生に対しては、もう少し日常生活をしっか

りと指導して、臨床実習先などでの調和を指導

していきたい。 
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3-4 

項目 3 学生の受入れ、学生支援 

小項目 4 学生生活に関する支援 
  
 評価の基準 

 ①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応するための環境整備を行い、

適切に運営していること。 

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える学生に対し適切な対応を行って

いること。 

③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心身の健康管理体制を整備し、適

切に運用していること。 

④学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備し、適切に周知、運用しているこ

と。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.カウンセラーの配置等による相談体制等が分かる資料 2.学生便覧  

3.学生の手引き等に記載の相談体制等を周知する資料  

4.学校保健計画や学生の健康管理体制等が明記された資料 5.キャリア支援等に関する資料

6.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

２ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①相談室は設置していないが、教職員の誰にでも相談できる体制を整えている。 

基本は担任であるが、学生が希望する教職員が対応して、後に教職員間で共有することにして

いる。共有することは予め学生に伝え許可を得ている。 

対応の中で、学校カウンセラーに相談すべきと判断した時は、日本学校メンタルヘルス学会

理事もしている本グループの大学教員に相談する。（本校で臨床心理学を担当している） 

②留年、退学希望者など問題をかかえる学生には２者面談、３者面談を行うなど、できる限り

問題解決に向けて話しをしている。 

③年 1 回健康診断を実施、健康状態を把握している。２年次では臨床実習を控えているので、

服用している薬の把握もしている。 

④キャリアセンター長が個別相談を随時行う体制を整えている。また、必要に応じて面接指導

も行っている。３年次には就職ガイダンス、就職説明会を実施し、ミスマッチのない就職に向

けた支援を行っている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕学生便覧、担任の記録 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

少人数でアットホームな学校で、学生と教

員の距離感が非常に近い為、個人が抱える

問題、友達関係、就職のことなど、どんな

ことも相談しやすい雰囲気がある。 

毎週の定例ミーティングと随時ミーティン

グで校長以下全員で共有してサポートにあ

たる。 

些細なことも話してくれるので、環境は整って

いる。 
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4-1 

項目 4 教育実施組織・教員 

小項目 1 教員の配置、募集、採用 
  
 評価の基準 

 ①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確保するために基準
等（教員の採用基準等）を整備し、適正に運用していること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.教員の採用等に関する資料 2.教員名簿 3.教員の授業分担、時間割等の担当す

る授業時数等が分かる資料 4.教員評価に関する資料 

5.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

歯科衛生士養成所指導ガイドラインに沿って、資格要件を備えた教員を採用している。 

専任教員、非常勤講師ともに、授業科目を担当するために必要な資格等を履歴書、職務経歴

書、資格証明書にて確認、面談で講師としての資質、人間性を確認して採用している。 

専任教員は退職する教員がいると一時的に人数が減ってしまう時があるが、今後の教員採用

を希望して本校でアルバイト勤務している歯科衛生士が常にいる。 

 

〔具体的内容の根拠となる資料〕教員名簿、授業分担表、教員評価表 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

教員希望者は少ないので専任教員の確保は

課題である。 
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4-2 

項目 4 教育実施組織・教員 

小項目 2 教員の組織編制等 
  
 評価の基準 

 ①学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備し、業務分担、責任
体制を規程等で定めていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.専門分野の分かる教員名簿 2.業務分担体制の規程  

3.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

専任教員は歯科衛生士の３大業務のどれでも担当できる力量があることとしている。そのうえ

で一番得意な科目を主に担当していくようにしている。 

また、経験年数の多い専任教員へ負担が偏らないように、バランスを取り分担している。 

兼任講師は担当科目の専門分野の講師が担当し、教員全体で連携して進めている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕教員名簿、教員担当授業一覧 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

教職員全員が同じ方向を向いて、目標に向

かっており、非常に纏まっている。 
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4-3 

項目 4 教育実施組織・教員 

小項目 3 教員の資質の向上 
  
 評価の基準 

 ①学校の教育活動の改善、工夫を行う FD(Faculty Development）などの取組や、教員の研

究活動、自己啓発等への支援を行っていること。 

①-2 特に職業実践専門課程においては、企業等と連携して組織的に行っていること。 

②教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を企業等と連携して、組織的に行っ

ていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.教員研修に関する資料 2.専攻分野について企業等との連携が分かる資料 3.企

業等との連携による教員研修が分かる資料  

4.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①毎年大学主催の FD 研修会があり参加している。 

①-2 歯科医院については、本校で臨床実習指導者会を毎年開催しており、歯科医院の担当指

導者の意見をいただき、改善するようにしている。 

大学病院については歯科衛生士臨床教育部会があり、短期大学・専門学校が参加して、問題

点・改善点等を話し合い、指導を受け改善している。 

②指導力の修得・向上のため、各種セミナー、講習会等に昼夜両方の教員が数名ずつ毎年６

回程度参加している。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕研修報告書、会議議事録、会議報告書 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

FD 研修会は開催日時により参加できない

場合もある。 

参加教員に偏りがでないよう気を付けていく。 
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5-1 

項目 5 教育環境 

小項目 1 教育環境の整備 
  
 評価の基準 

 ①教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.施設・設備等の概要 2.演習、実習、学生支援等の施設等が分かる資料  

3.指定養成施設の場合は、必要施設等が整備されていることが分かる資料 

4.図書室の整備や専門書等の整備が分かる資料 

5.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

２ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

歯科衛生士の専門技術を修得するため、臨床の現場と同じ器具、機械で授業を行っており、

歯科衛生士養成所指導ガイドラインに定められた機械器具は全部揃えている。 

今後、実習室と実験室の設備を新しくしていく予定で、今年度は実験室の実習机を入れ替え

る。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕機械器具、標本及び模型等一覧 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

全館 Wi-Fi が使えるようにしており、授業

のペーパーレス化も進めている。 

 

学校として授業が受けやすい環境を整えるとと

もに、学生には機械器具、施設を清潔に保つこ

ともしっかりと教育していく。 
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5-2 

項目 5 教育環境 

小項目 2 安全対策、防災組織 
  
 評価の基準 

 ①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適切に
行っていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.学校保健安全法等に基づく計画等の安全対策が分かる資料  

2.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

学園で緊急事案報告系統、危機管理対応役割分担、震災時における帰宅計画、学校内での事

故発生時の対応マニュアルなどを作り安全管理を行っている。 

また、毎年の学健康診断を実施、健康状態を把握、管理している。 

学校において予防すべき感染症の種類と出席停止の期間の基準を明記して、教職員全員が正し

く理解し、学生に的確な指示をだせるようにしている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕学校安全計画 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

保健室は教務室・事務室の中に設置してお

り、常に学生の状態把握できるようになっ

ている。 
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6-1 

項目 6 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 1 中期事業計画と財務基盤 
  
 評価の基準 

 ②当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財務基盤を確
立していること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.財務計画、状況が分かる資料 

2.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

学校法人タイケン学園の財務基盤は安定しており全く問題ない。 

また、会計監査は適切に行っている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕本校ホームページ（情報公開）→大学ホームページ（情報公開） 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 
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6-2 

項目 6 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 2 学校運営 
  
 評価の基準 

 ①学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていること（職業教育に関す
るマネジメント（教育の企画・設計・運営等）における責任体制を含む。）。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.学校運営に関する規定 2.学校運営に関する会議体、規則等及び運営状況が分か

る資料  

3.その他（                            ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

学校法人タイケン学園本部の方針に沿って、学校運営の事業計画、人事、給与制度、財務管

理、コンプライアンス体制が確立されている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕本校ホームページ（情報公開）→大学ホームページ（情報公開） 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 
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6-3 

項目 6 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 3 学校評価の実施と改善活動 
  
 評価の基準 

 ①学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部からの意見を反映するなど、
関連企業等団体、地域社会等からの意見を当該専修学校の運営やその改善・向上に
おいて活用していること。 
①-2 特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員会を年 2 回以上開催して
いること。 
②学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公表していること。 
③学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続的に行っていること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等の議事録及び意見等が反映された

ことが分かる資料 2.関係企業団体、地域社会等の意見及び意見を踏まえた改善等

が分かる資料 3. 学校評価の結果や改善状況を公表していることが分かる資料  

4.学校評価の改善状況が分かる資料 

5.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

３ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①自己点検評価表をもとに、学校関係者評価委員会を実施している。 

教育課程編成委員会も年２回適切に実施している。 

②自己評価、学校関係者評価はホームページで公開している。 

③学校関係者評価委員会および教育課程編成委員会でいただいたご意見に基づき、カリキュ

ラムの変更、授業の進め方、設備の改善等を行っている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会議事録 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 
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6-4 

項目 6 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 4 社会からの理解と情報の公表 
  
 評価の基準 

 ①当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極的に
公表していること。 
②教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連する教育機関、産業界等をは
じめ、社会全体からの理解を得るよう取組んでいること。 

 評価の基準を確認するための資料、データ 

 1.教育活動、学校運営等の情報を公表していることが分かる資料 2.教育目的等の

達成や活動状況の関連教育機関や産業界等に対する取組等が分かる資料 

3.その他（                             ） 

 

自己点検評価の結果 

〔点検結果〕 

２ 
3：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 2：概ね基準を満たしている  

1：基準を満たしておらず改善が必要 

〔現状の説明〕 

①本校ホームページの情報公開で公開している。 

②朝霞地区歯科医師会、大学病院、歯科医院等と連携をして歯科業界の人材育成に取り組ん

でいる。今後は地域の方々の口腔ケアの意識を高めることに貢献していくことを考えている。 

〔具体的内容の根拠となる資料〕本校ホームページ（情報公開） 

 

長所・課題 長所の伸長・課題の解決に向けた方策 

教育機関、業界とは密にしているが、地域

への貢献はなかなか難しい。 

 

 


